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宮城県
第三高等
女学校

宮城県
第三女子
高等学校

宮城県
仙台三桜
高等学校

第 59 号

同窓会事務局

宮城県仙台三桜

高等学校

仙台市太白区門前町９の２

〒982-0845

電話022（248）0158㈹

日　時　令和６年６月16日（日） 午前10時より12時まで

会　場　仙台三桜高等学校　体育館

会　費　1,000円（記念品：100周年記念クオカード他）

アトラクション　母校100周年の歴史のスライド

　　　　　　　　伊達武将隊の演武と旅太鼓（丸森町太鼓集団）の演奏

　　　　　　　　宮三女OG合唱団の演奏

申込み　令和６年６月５日（水）まで同封の青色の振込用紙でお願いします。

○駐車場はありませんので、学生時代と同じように公共の交通機関でおいでください。

○当番幹事は高校27回生・44回生・62回生・75回生・76回生のみなさんです。

祝 母校創立100周年記念同窓会総会

ＱＲコードを作りました！ＱＲコードを読み取って同窓会ホームページを開いてください。
同窓会だよりも読めます。  三女・三桜同窓会　　でも開けます。

出陣武将は伊達政宗公、伊達成実公、片倉小十郎景綱公

第13回定期演奏会　2024.2.11
私たちも伊達武将隊と

武将隊ととと
いっしょに踊ります

伊達政宗公が

お祝いにかけつけます

母校をバックに伊達武将隊と

写真を撮ろう！

出陣武将は伊達政宗公、伊達成実公、片倉小十郎景綱公

旅 太 鼓

OG合唱団

三桜演劇部
ＯＧ
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令
和
五
年
度
の
同
窓
会
総
会
は
、
令
和
五
年

七
月
二
日
（
日
）
十
時
三
十
分
よ
り
、
母
校
宮

城
県
仙
台
三
桜
高
等
学
校
三
階
の
合
同
講
義
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
佐
々
木
英
貴
校

長
先
生
を
は
じ
め
、
現
教
職
員
・
恩
師
の
先
生

方
に
ご
列
席
を
い
た
だ
き
、
同
窓
生
あ
わ
せ
て

一
一
四
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
今
年
三
月
に
卒
業
し
た
ば
か
り

の
高
校
七
十
五
回
生
小
松
大
祐
さ
ん
・
阿
部

実
里
さ
ん
二
人
の
司
会
で
開
会
い
た
し
ま
し

た
。
協
議
は
議
長
の
高
校
七
十
四
回
生
丹
野

広
夢
さ
ん
の
議
事
進
行
に
よ
り
、
令
和
四
年

度
会
務
・
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
令
和
五

年
度
会
務
計
画
・
予
算
案
、
役
員
改
選
が
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
新
役
員

の
紹
介
、
長
い

こ
と
常
任
理

事
と
し
て

尽
力
さ
れ

た

三

島

典
子
さ
ん

に
花
束
を

贈

呈
。

そ

し

て
、

来

賓 総会
報告

の
皆
様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
高
校
二
十
九
回
生
伊
藤
郁
子
さ

ん
に
よ
る
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
で
す
。
ピ
ア
ノ

伴
奏
は
高
校
二
十
九
回
生
渡
部
直
美
さ
ん
。
短

い
時
間
で
し
た
が
久
々
の
美
し
い
歌
声
に
う
っ

と
り
！
感
激
で
し
た
。
最
後
に
、
如
春
会
歌
・

校
歌
斉
唱
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
五
月
に
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
五
類
」
と
な
り
、
マ

ス
ク
越
し
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
大

き
な
声
を
だ
し
て
校
歌
を
歌
っ
て
い
る
皆
さ
ん

の
姿
は
、
三
女
生
・
三
桜
生
に
戻
っ
た
よ
う
で

し
た
。

　

来
年
は
、
母
校
創
立
百
周
年
で
す
。
来
年
も

元
気
に
総
会
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
、
令
和
五
年
度
の
総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し

た
。◆総 会 次 第 

１．開会の辞

２．物故会員を悼み黙祷

３．会長挨拶

４．校長挨拶

５．来賓紹介

６．協議　－議長選出―

　⑴令和４年度会務・決算報告ならびに監査報告

　⑵令和５年度会務計画・予算案

　⑶役員改選

　⑷その他

７．新役員紹介

８．令和５・６年度常任理事並びに令和６年度当番幹事委嘱

　　当番幹事：高校27回生、高校44回生、

　　　　　　　高校62回生、高校75回生、

　　　　　　　高校76回生

９．お知らせ・お願い

10．アトラクション

　　メゾソプラノ独唱　伊藤郁子さん（高校29回生）

　　　　　ピアノ伴奏　渡部直美さん（高校29回生）

11．如春会歌・校歌斉唱

12．閉会の辞

三島さんありがとう
ございました
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母
校
百
周
年
を
祝
し
て

 

会 

長
　
五
十
嵐
さ
と
み
　

　
最
初
に
、
こ
の
度
の
令
和
六
年
石
川

県
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
同
窓
生
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
の
総

会
は
一
昨
年
同
様
三
桜
高
校
の
合
同
講
義
室
を
お
借
り
し
て
、

佐
々
木
校
長
先
生
は
じ
め
現
教
職
員
・
恩
師
の
先
生
方
、
同
窓

生
あ
わ
せ
て
一
一
四
名
の
参
加
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
遠
方
か
ら
の
出
席
が
か
な
わ
な

か
っ
た
昨
年
と
は
違
い
、
四
年
ぶ
り
に
関
東
支
部
か
ら
も
出
席

い
た
だ
き
、
近
況
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
29
回
生
の
伊
藤

郁
子
さ
ん
に
渡
部
直
美
さ
ん
の
伴
奏
で
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
目
の
前
で
の
素
晴
ら
し
い
歌
声
に
感
動
と
感
激
で
胸
が
一

杯
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
通
常
と
同
じ
よ
う
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
挨
拶

 

校 

長
　
佐
々
木
英
貴
　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
盛
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
私
は
、
昨
年
四
月
に
第
二
十
六

代
校
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
同
窓
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
校

の
教
育
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
で
、
生

徒
達
の
学
校
生
活
も
様
々
な
制
約
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、
昨

年
五
月
の
五
類
へ
の
分
類
変
更
に
伴
い
、
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
生
徒
達
が
、
体
育
祭
や
三
桜
祭
な
ど
の
行
事
に
お
い
て
、
生

き
生
き
と
躍
動
し
て
い
る
姿
を
見
る
に
つ
け
、
互
い
に
協
力
し

合
い
な
が
ら
、
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
む
経
験
の
大
切
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
六
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
同
窓
会

の
文
化
祭
な
ど
、
活
動
の
幅
を
広
げ
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
在
校
生
も
行
事
・
部
活
動
な
ど
を
通
常
と
同
じ
よ
う
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
学
校
生
活
も
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
で
安
心
し
て

お
り
ま
す
。
部
活
動
で
は
放
送
部
･
書
道
部
が
全
国
大
会
出
場
、

水
泳
・
ボ
ク
シ
ン
グ
・
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
が
東
北
・
全
国

大
会
へ
、
剣
道
・
弓
道
の
個
人
で
も
東
北
大
会
に
出
場
す
る
な
ど

素
晴
ら
し
い
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
窓
会
か
ら
学
校
へ
の
支
援
と
し
て
、
三
桜
会
館
と
職

員
室
と
の
連
絡
手
段
が
な
い
と
伺
い
ま
し
た
の
で
、
連
絡
用
の
電

話
機
器
を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。
会
議
や
部
活
動
な
ど
で
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
六
年
度
の
総
会
は
母
校
百
周
年
を
記
念
し
、
盛
大
に
お
祝

い
で
き
れ
ば
と
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
例
年
の
猛
暑
を
考
え
、
七

月
で
は
な
く
、
六
月
十
六
日
㈰
午
前
十
時
よ
り
開
催
予
定
で
す
。

皆
様
と
一
緒
に
母
校
の
百
周
年
を
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
同
窓
生
の
皆
様
が
健
康
で
過
ご
せ
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

在
校
生
は
多
く
の
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
学
習
や
部
活
動
に
励
み
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
五
年
度
は
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
が
北
海
道
で
行
わ

れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
文
化
部
で
は
書
道
部
、

放
送
部
が
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
２
０
２
３
か
ご
し
ま
総

文
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
本
校
の
校
訓
で
あ
る
「
自
律
・
聡
明
・
敬
愛
」
を
体
現
す
べ
く
、

日
々
努
力
を
重
ね
る
生
徒
達
で
す
が
、
そ
の
教
育
環
境
整
備
の
た

め
に
、
昨
年
は
三
桜
会
館
の
内
線
電
話
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
部
活
動
や
会
議
で
会
館
を
使
用
す
る
際
の
連
絡
が
、
大
変

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
五
年
六
月
に
は
、
本
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
同

窓
会
総
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
母
校
は
、

来
る
令
和
六
年
度
に
は
、
記
念
す
べ
き
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
同
窓
会
会
長
五
十
嵐
さ
と
み
様
を
実
行
委
員
長
と
し
て
、
記
念

事
業
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
在

校
生
に
も
希
望
を
募
り
、
準
備
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
学

校
全
体
で
、
こ
の
慶
事
を
お
祝
い
で
き
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

収入の部

科　　目 本年度予算額
１　会　　費 2,011,200
２　入 会 金 139,000
３　寄 付 金 278,000
４　繰 越 金 650,269
５　年 会 費 1,300,000
６　雑 収 入 0

合　　計 4,378,469

支出の部

科　　目 本年度予算額
１　総 会 費　 200,000
２　会 議 費　 20,000
３　庶 務 費 300,000
４　事 業 費 3,280,000
５　基金積立 200,000
６　予 備 費 378,469

合　　計 4,378,469

令和６年度同窓会予算

同
窓
会
役
員　

令
和
５
・
６
年
度

（
令
和
５
年
７
月
～
令
和
６
年
７
月
）

会
　
長 

五
十
嵐
さ
と
み
（
高
校
30
回
）

副
会
長 

伊
藤
　
知
子
（
高
校
22
回
）

 

鈴
木
　
幸
子
（
高
校
26
回
）

 

江
戸
三
知
子
（
高
校
27
回
）

 

境
　
　
近
子
（
高
校
27
回
）

 

浅
野
目
隆
治
（
教
　
　
頭
）

会
　
計 

横
山
の
り
子
（
高
校
27
回
）

 

寺
尾
久
美
子
（
高
校
32
回
）

 

千
葉
　
美
和
（
高
校
53
回
）

監
　
事 

永
沼
　
京
子
（
高
校
21
回
）

 

餅
田
　
明
子
（
高
校
38
回
）

 

小
田
桐
順
子
（
高
校
39
回
）

 

白
鳥
真
由
美
（
事
務
室
長
）

常
任
理
事　

令
和
５
・
６
年
度
（
令
和
５
年
７
月
～
令
和
６
年
７
月
）

横
堀
紀
美
子
（
高
校
22
回
）
平
野
　
惠
子
（
高
校
24
回
）

松
木
　
和
枝
（
高
校
24
回
）
佐
藤
　
幸
子
（
高
校
26
回
）

室
井
美
智
子
（
高
校
27
回
）
堀
江
美
惠
子
（
高
校
28
回
）

堀
口

　
茂
子
（
高
校
38
回
）
大
場

　
房
子
（
高
校
42
回
）

阿
部

　
圭
子
（
高
校
43
回
）
工
藤

　
美
帆
（
高
校
43
回
）

土
生

　
佐
多
（
高
校
43
回
）
松
木

　
仁
美
（
高
校
53
回
）

横
山

　
　
幸
（
高
校
55
回
）
森
川

　
美
鈴
（
高
校
65
回
）
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昭
和
三
十
五
年
、
新
任
教
師
と
し

て
赴
任
し
て
三
十
八
年
勤
め
、
断
腸

の
思
い
で
去
っ
て
か
ら
二
十
五
年
、

現
在
八
十
六
才
で
す
。

　
長
町
に
移
転
し
て
三
年
目
、
体
育
館
も
無
く
一
棟
の
校

舎
だ
け
、
で
も
は
つ
ら
つ
と
し
た
生
徒
達
と
数
々
の
楽
し

い
学
校
行
事
に
恵
ま
れ
、
以
来
、
書
き
切
れ
な
い
ほ
ど
の

思
い
出
が
心
に
あ
り
ま
す
。

　
校
風
は
自
由
で
お
お
ら
か
で
、
明
る
く
賢
い
生
徒
達
に

後
押
し
さ
れ
な
が
ら
、
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
は
何
で
も

許
さ
れ
、
全
力
投
球
の
日
々
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
し
て
創
設
し
た
体
操
部
、
素
人
指
導
な
が
ら
強
く
す

る
た
め
の
練
習
に
明
け
暮
れ
る
日
々
が
続
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
強
い
学
校
に
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ
、
と
今
で

は
考
え
ら
れ
な
い
ハ
ー
ド
な
練
習
を
課
し
、
嬉
し
い
こ
と

に
県
や
全
国
で
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
登
り
つ
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
体
操
が
好
き
な
の
に
、
自
身
で
出
来
な
か
っ
た
悔
し
い

思
い
を
、
付
い
て
き
て
く
れ
た
部
員
達
に
よ
っ
て
可
能
に

で
き
た
こ
と
に
、
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
の
部
活
動
で

し
た
。

　
そ
し
て
今
、
立
場
は
逆
転
し
、
私
は
同
窓
生
諸
姉
に
多

く
の
事
柄
を
教
え
て
も
ら
う
生
徒
と
な
り
、
又
、
彼
女
達

は
私
の
大
切
な
仲
間
で
あ
り
、
高
齢
の
私
に
何
く
れ
と
な

く
声
を
か
け
、
面
倒
を
み
て
く
れ
る
有
難
い
存
在
で
す
。

　「
か
あ
ち
ゃ
ん
は
自
分
の
息
子
よ
り
三
女
の
生
徒
の
方

が
可
愛
い
ん
だ
か
ら
、」
と
言
っ
た
息
子
の
言
葉
通
り
、

三
女
は
私
の
宝
。

　
そ
の
宝
物
に
支
え
ら
れ
て
、
年
齢
の
割
に
は
元
気
で
自

分
の
足
で
歩
き
、
社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
、
加
齢
に
負
け

な
い
第
二
の
人
生
を
歩
む
こ
と
が
出
来
て
い
る
私
で
す
。

有
難
う
、
三
女
！

三
女
は
私
の
宝
物

堀
籠
　
節
子

恩 師 か ら の メ ッ セ ー ジ

　
是
枝
正
一
先
生
は
、
昭
和
三
〇
年
四

月
に
着
任
さ
れ
た
第
八
代
校
長
で
す
が
、

初
代
か
ら
七
代
校
長
ま
で
は
女
子
師
範

学
校
長
が
兼
務
さ
れ
て
い
た
の
で
、
是

枝
先
生
は
三
女
高
初
の
専
任
校
長
で
し

た
。

　
是
枝
先
生
着
任
当
初
は
一
五
〇
名
定

員
の
学
校
で
、
三
女
高
廃
校
問
題
を
の

り
こ
え
、
三
〇
年
も
す
み
な
れ
た
中
島

丁
校
舎
か
ら
、
長
町
へ
の
移
転
が
決

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
は
着
任
早
々

校
舎
建
設
の
設
計
に
と
り
く
ま
れ
、
小

規
模
校
だ
っ
た
県
の
計
画
に
「
教
育
は

百
年
の
計
に
よ
る
べ
き
」
と
陳
情
を
重

ね
、
県
予
算
の
確
保
に
努
力
さ
れ
た
結

果
、
昭
和
三
十
三
年
五
月
三
十
一
日
、

九
学
級
四
五
〇
名
定
員
の
校
舎
落
成
式

を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
校
舎
の
充
実
と
と
も
に
研

究
活
動
を
続
け
、
教
育
目
標
や
新
校
舎

を
作
る
運
動
を
展
開
さ
れ
、
校
旗
、
校

歌
の
制
定
や
自
主
独
立
の
気
風
な
ど
本

校
の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　
是
枝
先
生
が
退
職
さ
れ
た
昭
和

四
十
二
年
三
月
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

生
徒
と
と
も
に

ク
ロ
ー
バ
植
え
　

19
回
卒
業
　
熊
谷
美
恵
子

　
私
た
ち
が
入
学
し
た
昭
和

三
十
九
年
に
は
、
創
立
四
十
周

記
念
事
業
が
行
な
わ
れ
、
三
女

高
発
展
へ
の
驚
き
と
、
こ
れ
ま

で
努
力
さ
れ
て
き
た
是
枝
先
生

の
偉
大
さ
に
、
私
た
ち
は
崇
敬

の
気
持
ち
を
持
っ
た
の
を
覚
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
服
装
の
規
律
や
、
ク

ラ
ブ
関
係
の
他
校
と
の
交
流
な

ど
に
は
、
私
た
ち
に
は
き
つ
す

ぎ
る
と
思
え
る
程
の
厳
し
さ
を

持
っ
て
お
ら
れ
た
先
生
で
す
が
、

私
た
ち
生
徒
と
の
対
話
を
大
切

に
さ
れ
、
そ
の
場
も
数
多
く

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
四
十
二
年
二
月
、
私
た
ち

十
九
回
卒
業
生
と
共
に
、
ス

コ
ッ
プ
を
持
ち
リ
ヤ
カ
ー
を
引

い
て
、
校
庭
の
ク
ロ
ー
バ
植
え

を
さ
れ
て
い
る
先
生
の
御
姿
が
、

今
で
も
目
に
浮
か
ん
で
き
ま

す
。
そ
し
て
卒
業
式
に
は
、〝
朝

に
希
望
、
昼
に
努
力
、
夕
に
感

謝
〟
と
、
あ
の
重
み
の
あ
る
声

で
、
私
た
ち
の
胸
に
説
い
て
下

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
四
月
先
生

は
振
り
返
り
、
振
り
返
り
、
三

女
高
を
去
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

（
三
女
高
新
聞
よ
り
）

是枝校長胸像「朝に希望、昼に努力、夕に感謝」

学
校
職
員
に
よ
り
「
是
枝
先
生
顕
彰
会
」

が
発
足
。
同
年
十
一
月
四
日
、
是
枝
先

生
顕
彰
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
是
枝
文
庫
の
寄
贈
が
行
わ
れ
、

是
枝
文
庫
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
碑
に
は
「
朝

あ
し
た

に
希
望
　
昼
に
努
力
　

夕ゆ
う
べに

感
謝
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

是
枝
先
生
は
こ
の
後
に
「
そ
し
て
前
道
」

と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

母
校
は
今
年
創
立

百
周
年
を
迎
え
ま
す

第８代是枝正一校長

（昭和30.4～42.3）

母校創立100周年

記念式典

令和６年11月８日（金）

仙台サンプラザホールにて

詳細はホームページで

お知らせします。
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部
活
動
を
振
り
返
っ
て

三
年
　
工
藤
　
愛
里

　
私
た
ち
三
桜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、

代
々
粘
り
強
く
繋
ぐ
バ
レ
ー
が
特
徴
で

す
。
ま
た
、
部
活
動
だ
け
で
な
く
、
日
常

生
活
か
ら
も
礼
儀
を
正
す
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
二
年
半
、
三
桜
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
の
一
員
と
し
て
活
動
し
た
中
で
、
大

き
な
変
化
の
一
つ
に
部
則
が
変
わ
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
元
々
は
上
下
関
係
に
重

き
を
置
い
た
部
則
が
あ
り
、
入
部
し
て

二
ヶ
月
の
間
は
礼
儀
を
ひ
た
す
ら
叩
き
込

ま
れ
ま
し
た
。
常
に
緊
張
感
が
あ
り
、
礼

儀
に
つ
い
て
は
こ
の
経
験
が
大
き
く
活
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
部
則
が
変
わ
っ
た

の
は
、
一
つ
上
の
先
輩
の
代
の
時
で
し
た
。

三
桜
高
校
放
送
部

二
年
　
齋
藤
こ
と
は

　
私
た
ち
放
送
部
は
、
二
年
生
三
人
、
一

年
生
五
人
の
計
八
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
人
数
の
少
な
い
部
活
で
す
が
、
そ
の

分
、
部
員
同
士
の
仲
が
良
く
、
学
年
の
壁

を
越
え
て
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
の
活
動
で
は
、
聞
き
取
り
や
す
く
、

綺
麗
な
声
づ
く
り
を
目
標
に
、
発
声
を

行
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
美
声
を
意
識

し
て
練
習
を
重
ね
る
こ
と
で
、
大
会
で
も

戦
え
る
武
器
と
な
り
、
自
信
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
放
送
部
の
大
会
は
年
二
回
、
三

年
間
で
五
回
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
回
数

が
少
な
い
た
め
、
一
つ
一
つ
の
大
会
に
か

け
る
思
い
は
大
き
い
で
す
。
個
人
で
戦
う

今
で
は
習
慣
に
な
り

ま
し
た
が
、
プ
レ
ー

中
は
遠
慮
せ
ず
に
、

学
年
の
壁
を
越
え
て

戦
う
と
い
う
こ
と
に

重
き
を
置
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
プ

レ
ー
中
と
日
常
生
活

の
メ
リ
ハ
リ
を
ど
う

つ
け
る
か
悩
み
ま
し

た
が
、
気
持
ち
の
ス

ム
ー
ズ
な
切
り
替
え

や
、
コ
ー
ト
に
出
た

ら
常
に
切
磋
琢
磨
し

合
え
る
関
係
を
築
き
重
ね
ら
れ
た
と
、
今

で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
制
限
は
徐
々
に
緩

こ
と
の
多
い
部
活
で
す
が
、
大
会
前
は
お

互
い
の
読
み
を
聞
き
合
い
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
り
励
ま
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
部

員
全
員
で
上
位
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
放
送
部
に
は
「
放
送
委
員
」
と

し
て
の
一
面
も
あ
り
ま
す
。
学
校
行
事
で

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
だ
け
で

な
く
、
マ
イ
ク
や
ス
ピ
ー

カ
ー
の
準
備
、
記
録
用
の

ビ
デ
オ
撮
影
な
ど
、
仕
事

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
他
の
委
員
会
よ
り
人

数
が
少
な
い
も
の
の
仕
事

内
容
が
多
い
た
め
大
変
な

と
き
も
あ
り
ま
す
。
で
す

が
、
あ
ら
ゆ
る
行
事
の
裏

方
に
携
わ
り
、
多
く
の
経

― 母校の近況 ー

和
さ
れ
、
入
部
し
た
時
と
比
べ

る
と
自
分
達
の
代
は
恵
ま
れ
て

い
た
の
だ
と
よ
り
感
じ
ま
す
。

試
合
の
応
援
の
人
数
も
、
熱
い

声
援
も
制
限
が
な
く
な
り
、
高

総
体
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
前
の
当

た
り
前
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
で

し
た
。
そ
の
中
で
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
力
を
出
し
切
れ
た
こ

と
は
、
今
後
に
必
ず
活
き
て
く

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
チ
ー

ム
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も
大

き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た

バ
レ
ー
部
に
所
属
し
た
の
は
、
私
の
財
産

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
後
輩
達
の
活
躍
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

験
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
や
り
が

い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
放
送
部
で
し
か
で
き
な
い
経
験
を
積

み
、
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
て
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
六
年
二
月
二
十
九
日
、
仙
台

三
桜
高
校
体
育
館
で
入
会
式
を
行
い
、

二
百
七
十
三
名
の
新
入
会
員
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。
当
日
は
高
校
29
回
生
の
渡
部
直

美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
、
伊
藤
孝
さ
ん
の
チ
ェ

ロ
の
演
奏
で
高
校
29
回
生
の
伊
藤
郁
子
さ

ん
に
歓
迎
の
歌
を
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
同
窓
会
か
ら
、
卒
業
記
念
と
し
て
「
卒

業
証
書
ホ
ル
ダ
ー
・
校
章
入
り
の
フ
ァ
イ

ル
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
」
を
贈
り
ま
し
た
。

　
翌
日
の
卒
業
式
は
、
三
年
ぶ
り
に
在
校

生
も
出
席
し
て
行
わ
れ
、
卒
業
生
の
新
た

な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

令和６年２月 29 日

同 窓 会

入 会 式

NHK全国放送コンテスト宮城県大会
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桜
の
友
人
た
ち
と
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

こ
の
出
会
い
に
感
謝
を

 

小
松
　
大
祐
（
高
校
75
回
）

成
人
式
を
迎
え
て

 

小
野
寺
琉
夏
（
高
校
74
回
）

48
年
ぶ
り
に
母
校
を
訪
ね
て

 

大
友
　
洋
子
（
高
校
28
回
）

　「
や
っ
ぱ
り
三
桜
で
良
か
っ
た
」
こ
れ
は
現

在
の
私
が
三
桜
高
校
で
過
ご
し
た
日
々
を
振
り

返
っ
て
の
思
い
を
一
言
で
表
し
た
も
の
で
す
。

　
入
学
当
初
は
女
子
生
徒
数
の
多
さ
に
面
く
ら

い
、
こ
の
環
境
に
馴
染
め
る
だ
ろ
う
か
と
い
う

一
抹
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
た
こ
と

で
、
学
校
で
の
行
事
や
日
々
の
活
動
に
影
を
落

と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
良
き
友
人
や
教

師
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
男
女
の
別
な
く
、
た
く

さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
制
限

の
中
、
休
み
時
間
や
放
課
後
な
ど
の
何
気
な
い

　
二
〇
二
四
年
も
無
事
に
成
人
式
が
開
催
さ

れ
、
私
た
ち
74
回
生
も
二
十
歳
と
い
う
節
目
の

歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て

無
事
に
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

今
ま
で
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
、
青
春
を
共
に
し
て
き
た
友

人
な
ど
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
振
り
返
る
と
、
高
校
生
の
頃
は
長
い
と
感
じ

て
い
た
一
日
も
気
づ
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
の

二
十
年
間
で
、
今
も
沢
山
の
思
い
出
が
つ
い
先

日
の
こ
と
の
よ
う
に
蘇
り
ま
す
。
特
に
三
桜
高

校
で
過
ご
し
た
日
々
は
私
の
人
生
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。
毎
年
盛
り
上
が
る

行
事
や
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
部
活
動
、
他
愛
も

な
い
会
話
な
ど
写
真
を
見
返
す
た
び
に
思
い
出

さ
れ
、
楽
し
か
っ
た
高
校
時
代
が
と
て
も
恋
し

く
感
じ
ま
す
。

　
令
和
五
年
七
月
二
日
は
ま
だ
七
月
初
旬
の
仙

台
と
は
思
え
な
い
程
、
暑
い
朝
で
し
た
。
そ
れ

以
上
に
私
の
心
は
、
48
年
ぶ
り
に
母
校
を
訪
れ

る
期
待
に
更
に
熱
く
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　
現
在
、
東
京
在
住
40
年
に
な
り
ま
す
が
、
時

折
り
届
く
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
を
読
ん
で
は
、

い
つ
か
母
校
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
定
年
を
機
に
仙
台
の
仲
良
し

同
級
生
に
声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、

小
林
さ
ん
と
河
村
さ
ん
が
快
諾
し

て
く
れ
、三
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
学
校
が
近
づ
く
と
あ
の
ポ
プ
ラ

並
木
の
坂
道
は
無
く
、
当
時
の
面

影
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
桜
色
の
ス
テ
キ
な
校
舎
に
変

身
し
て
い
ま
し
た
。
受
付
け
の
役

員
さ
ん
達
が
温
か
く
迎
え
て
下
さ

り
、
直
ぐ
に
緊
張
が
解
れ
、
入
口

の
制
服
や
ア
ル
バ
ム
の
展
示
で
、

一
瞬
で
16
才
の
三
女
高
生
に
引
き

戻
さ
れ
、
忘
れ
て
い
た
記
憶
が

同
窓
生
の

ペ

ー

ジ
時
間
で
さ
え
も
、
友
人
と
共
に
過
ご
し
た
大
切

な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
人
と
の
出

会
い
こ
そ
が
、
私
に
と
っ
て
三
桜
で
得
た
一
番

の
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
私
は
宮
城
教
育
大
学
で
教
師
に
な
る

べ
く
、
一
生
懸
命
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

宮
城
教
育
大
学
に
入
る
き
っ
か
け
と
力
を
与
え

て
く
れ
た
の
は
三
桜
高
校
の
先
生
で
し
た
。
分

か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
る
ま
で
付
き
合
っ
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
私
の
夢
を
認
め
、
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
り
と
様
々
な
場
で
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
多
く
の
出
会
い
と
、
今
の
私
を
形
作
っ
て
く

れ
た
三
桜
高
校
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

さ
て
二
十
歳
を
迎
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
制

約
さ
れ
て
い
た
行
動
範
囲
が
広
が
り
、
自
分
自

身
で
人
生
の
選
択
を
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま

す
。
社
会
に
触
れ
る
機
会
も
増
え
、
今
ま
で
以

上
に
自
立
と
責
任
の
意
味
を
強
く
感
じ
る
こ
と

が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
何
度
も
失
敗

や
挫
折
を
経
験
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
挑
戦
す
る
自
分
ら
し
さ
を
忘
れ
ず
に
自
信
を

も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
大
好
き
な
三

次
々
と
廻
っ
て
来
ま
し
た
。

　
冬
は
学
生
食
堂
の
卵
ス
ー
プ
で
体
が
ポ
カ
ポ

カ
に
な
っ
た
事
。
ギ
タ
ー
部
の
部
活
帰
り
は
、

門
前
バ
ス
停
近
く
の
お
肉
屋
さ
ん
で
、
コ
ロ
ッ

ケ
を
食
べ
た
事
な
ど
な
ど
…
。

　
総
会
の
最
後
に
大
好
き
な
校
歌
を
全
員
で
合

唱
し
た
時
は
、
恩
師
・
同
級
生
へ
の
思
い
が
込

み
上
げ
再
び
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
立
派

な
三
桜
会
館
を
見
学
し
、
懐
か
し
い
思
い
出
話

に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
一
時
で
し
た
。

「
遥
け
き
道
を
常
若
に
…
」
の
如
く
、
来
る
百

周
年
を
心
よ
り
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。右が小野寺さん 左から大友さん、小林さん、河村さん

同窓会総会にて･上段まん中が小松さん
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「
紫
友
会
の
み
な
さ
ま
へ
」

 

小
嶋
　
睦
美
（
高
校
27
回
）

美
し
い
歌
声
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
﹂
♪
♪

　
宮
三
女
バ
レ
ー
部
の
Ｏ
Ｇ
会
を
『
紫し

友ゆ
う

会か
い

』

と
呼
ぶ
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
っ
た
ば
か
り
の
頃
、

三
女
高
の
運
動
部
の
部
室
棟
が
消
失
す
る
と
い

う
事
件
が
起
き
た
際
、
紫
友
会
の
皆
様
に
支
援

を
呼
び
か
け
、
沢
山
頂
い
た
カ
ン
パ
金
か
ら
横

断
幕
を
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
残
っ
た
カ
ン
パ
金
の
有
効
活
用
の

機
会
を
失
っ
て
お
り
ま
し
た
が
こ
の
度
、
同
窓

会
役
員
の
方
と
事
務
局
の
先
生
に
助
言
と
ご
協

力
を
頂
き
、
バ
レ
ー
部
が
希
望
す
る
『
カ
ー
ボ

ン
フ
ァ
イ
バ
ー
製
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
支
柱
』
購

入
金
の
一
部
と
し
て
残
り
の
カ
ン
パ
金
全
額

（346,000

円
）
を
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
当
時
カ
ン
パ
を
し
て
頂
き
ま
し
た
紫
友
会
の寄贈した支柱と練習するバレー部員

昭和49年度卒業アルバムより･バレー部

　　令和４年９月、同窓会会員名簿2022を発行

しました。口絵のカラーページは現校舎のほか、

第三高等女学校の中島丁校舎、現在の門前の地

でスタートした第三女子高等学校の旧校舎や同

窓会活動などの写真や記録を載せています。同

窓会の歩みを振り返りながら、ご自身の高校時

代を思い出してみませんか。

　個人情報の取り扱いには十分に配慮しながら、

同窓生全員に同窓会だよりをお届けし、母校と同

窓生の橋わたしをしていけるよう、また同窓生同

志の交流にも役立てていただきたいと思ってお

ります。

　名簿を発行してから「申し込

みを忘れました」「これから申

し込んでもいいですか」という

問い合わせをいただいており

ます。まだ、名簿がありますの

で、ぜひお申し込み下さい。

【問い合わせ先

 創文印刷出版株式会社（高橋）

　 ０２２－２２２－０１８１】

会員名簿を発行しました

　年会費は同窓会活動の運営費のほか、「同窓会

だより」の印刷・郵送料にも使わせていただきます。

また一昨年は図書、昨年は展示パネル、今年は三

桜会館（生徒会館）と事務

室との連絡用の電話機器の

寄贈など、在校生への支援

もさせていただきました。

　同封の赤色の振込用紙で、

一人2,000円のご協力をよ

ろしくお願いいたします。

総会当日もお預かりいたし

ます。

　令和６年１月27日、地底の森ミュージア

ムで「森の響き」コンサートが行われまし

た。三桜高校音楽部とOG演奏家（赤間夏

美さん、末永聖空さん、及川久美子さん）

が一緒に出演しました。

同窓会年会費のお願い

先
輩
・
後
輩
の
皆
様
に
は
事
後
に
な
り
ま
し
て

大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

了
承
の
程
、
お
願
申
し
上
げ
ま
す
。

♪♪「２万年前の遺跡を間近に、
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支部連絡先

北
海
道
支
部
　
島
田
満
里
子 

（
高
校
23
回
） 

　
〒
061
‐

2285 

札
幌
市
南
区
藤
野
五
条
一
―
七
―
二
　
　
☎
〇
一
一 

（
五
九
一
） 
七
九
三
七

関

東

支

部
　
山
之
井
玲
子 

（
高
校
30
回
）
　 

〒
253
‐

0085 

茅
ヶ
崎
市
矢
畑
七
八
二
―
三
―
一
―
一
三
一
二
　
☎
〇
九
〇 

（
九
三
七
九
） 

八
〇
九
九

関

西

支

部
　
林
　
　
敏
子 

（
高
校
19
回
）
　 

〒
602
‐

0058 

京
都
市
上
京
区
上
立
売
通
小
川
西
入
下
ル
水
落
町
九
三

　
☎
〇
九
〇 

（
五
九
七
三
） 

五
九
一
二

九

州

支

部
　
石
田
れ
い
子 

（
高
校
16
回
） 

　
〒
811
‐

3116 

福
岡
県
古
賀
市
庄
一
五
一
―
二
　
　
　
　
☎
〇
九
〇 

（
二
三
九
三
） 

一
四
二
四

編 集 委 員

副
会
長
　
伊
藤
　
知
子

　
　
　
　
鈴
木
　
幸
子

　
　
　
　
江
戸
三
知
子

　
　
　
　
境
　
　
近
子

事
務
局
　
藤
生
　
典
子

発　行　所

創
文
印
刷
出
版
株
式
会
社

仙
台
市
青
葉
区
春
日
町
　

　
八
―
三
四 

☎
〇
二
二（
二
二
二
） 

〇
一
八
一

同窓会だより第59号をお届けします。

母校創立100周年をみんなでお祝いしましょう。ぜひ同窓会総会

や支部総会にご出席ください。

ホームページもご覧ください。三女・三桜同窓会でも開けます。

　
母
校
創
立
百
周
年
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
学
校
の
卒
業
生

で
あ
る
事
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
関
東
支
部
萩
の
会
は
、
昨
年
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
位
置
づ
け
が
５
類
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
事
で
四
年
ぶ
り
に
開

催
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
感
染

症
の
不
安
を
拭
う
事
は
難
し
い
と
い
う

役
員
一
同
の
意
見
で
、
総
会
で
の
会
食

は
無
し
に
し
ま
し
た
が
、
ご
く
僅
か
の

参
加
者
で
総
会
後
の
食
事
が
叶
い
ま
し

た
。

　
こ
こ
数
年
、
萩
の
会
開
催
に
つ
い
て
、

参
加
者
の
減
少
や
若
い
同
窓
生
が
増
え

ず
、
後
輩
達

へ
の
引
き
継

ぎ
の
難
し
さ

を
抱
え
て
お

り
、
又
役
員

の
減
少
や
本

部
の
ご
好
意

を
受
け
、
話

し
合
い
の
結

果
、
今
年
の

お
知
ら
せ
は

「
同
窓
会
だ

同
窓
会
に
接
し
て

関
東
支
部
長
　
山
之
井
玲
子
（
高
校
30
回
）

関
東
支
部
「
萩
の
会
」

支部　　
 だより

編 集

後 記

令和６年度支部総会のご案内
支　部 日　時 会　場 問い合わせ先 TEL

北海道 ７月21日（日）未定 島田満里子 011-591-7937

関　東 ７月６日（土）「きゅりあん」大井町 山之井玲子 090-9379-8099

関　西 未　　定 林　　敏子 090-5973-5912

九　州 ５月12日（日）西鉄グランドホテル「松風」 大塚あおい 0942-36-1455

よ
り
」
に
同
封
し
て
頂
く
事
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
も
総
会
後
の
会
食
を
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
一
緒
し
て
頂
け
る
と

嬉
し
い
で
す
。

　
又
、
参
加
費
千
円
を
当
日
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
返
信
葉
書

を
同
封
い
た
し
ま
す
の
で
、
参
加
不
参

加
、
今
後
に
つ
い
て
の
ご
意
見
等
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

関東支部総会
●令和６年７月６日（土）

　10：30 ～ 11：30

●きゅりあん

　　品川区立総合区民会館６Ｆ

●参加費1,000円

●関東支部の方は同封のハガキ

で。それ以外の参加希望の方

は支部長にご連絡ください。

　５月24日までにお願いします

QRコード

日 時 ： 令和６年10月６日（日） 11：00～16：00

場 所 ： 東北電力グリーンプラザ　アクアホール

今回は母校創立100周年記念文化祭とし、学校

の歴史を振り返る写真の展示などを行います。

発表の出演者を募集します。（作品展示の募集

は行いません）

第８回　 三女・三桜同窓会文化祭

お問い合わせ・お申し込み

●電話の方は　江戸三知子（高校27回）
　090-7336-3265

●メールの方は　鈴木幸子（高校26回）
　suzu5612@yahoo.co.jp
　（申込み締切りは令和６年８月30日）

ぜひ遊びにいらしてくださ～い


